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江
戸
近
郊
の
西
南
部
に
は
墹
上
寺
領
で
あ
る
四
十
四
か
村
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
村
は
、
寺
領
の
成
立
と
支
配
構
造
に
お
い
て
、
他
の
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
と
は
異
な
っ
た
形
態
を
示
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
幕
藩
体
制
の
解
体
過
程
に
お
い
て
、
増
上
寺
じ
よ
が
っ
こ
う
ぼ
っ
き
の
し
ゆ
い
し
ょ
御霊屋科の地方役人を勤めた奥村喜三郎増弛は、天保八年（一八一二七）十月に寺領の農村に『女学校発起之趣意書』と題
する小冊子を配布し、女学校設立によって女子教育を行うべきことを提言している。天保の飢鰹や甲州郡内騒動、大塩平
八郎の乱の発生による社会的不安、しかも、その反面において箸侈の風潮に流れる江戸の世相にたいし、奥村喜三郎はど
の
よ
う
に
し
て
封
建
的
危
機
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
提
言
の
内
容
が
、
天
保
十
二
年
に
は
じ
ま
る
水
野
忠
邦
の
天
保
改
革
に
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
小
稿
は
、
江
戸
近
郊
に
お
け
る
増
上
寺
御
霊
屋
科
と
い
う
特
定
の
農
村
に
配
布
さ
れ
た
、
女
子
を
直
接
に
対
象
と
す
る
学
校
設
立
の
趣
意
書
を
中
心
に
考
察
し
て
ふ
る
こ
と
に
す
る
。
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
成
立
（１）
江一Ｐ近郊の農村の支配形態において、天領・旗本領とともに注目されるのは、増上寺御霊屋料の存在である。江一Ｆの芝
増上寺は、将軍家の菩提所として上野の寛永寺と並び栄えてたが、とくに元和元年（一六一五）関東浄土宗十八植林の制
がしかれると、その筆頭に位置して一宗の実権を握るようになった。
法
政
史
学
第
三
十
号
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
「
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
」
に
つ
い
て
は
じ
め
に
村
上
一一ハ
直
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増上寺は、家康によって慶長十五年（一六一○）一○○○石が与えられているが、寛永九年（一六一一一三）一月、前将軍
秀忠が死去すると、幕府より四○○○石が秀忠夫妻の仏殿料として寄進され、ここで増上寺御霊屋料は二十一か村五○○
○石に増加することになった。さらに、寛永十一年（一六一一一四）一月には、秀忠の三回忌の法会の際、老中酒井雅楽頭忠
世
の
邸
に
増
上
寺
役
者
、
老
僧
お
よ
び
寺
領
諸
村
の
名
主
・
年
寄
ら
が
招
か
れ
、
寄
進
さ
れ
た
五
○
○
○
石
に
つ
い
て
の
配
分
が
決
め
ら
れ
て
おり、同年五月には将軍家光から増上寺の定誉上人に対して「増上寺法式」「増上寺領五千石支配目録」とともに、次の
（２）
ような領地判物が与膳えられている。
増上寺領武蔵国荏原・都筑・橘樹・豊島四筒郡之内所べ旧領千石新増四千石、都合五千石繩纒在前住持之時令寄付之
畢、今度所支配者、台徳院殿、崇徳院殿御供料、常燈料、年中法事料、供僧、番僧掃除料、其外力丈領、寺僧領、安国
殿御領等相定之、且境内山林竹木永代不可有相違者、長日之勧行、供物香花無怠慢、可抽仏法興降之精誠之状、如件
こ
の
よ
う
に
増
上
寺
領
は
、
将
軍
家
菩
提
所
の
整
備
に
よ
っ
て
霊
廟
の
諸
経
費
の
財
源
お
よ
び
人
足
確
保
の
た
め
に
し
だ
い
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
代
家
光
に
よ
る
将
軍
専
制
政
治
の
展
開
を
背
景
と
し
た
将
軍
権
力
の
集
中
強
化
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
増
上
寺
領
の
諸
村
は
、
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
・
中
延
・
堤
方
・
下
目
黒
・
中
目
黒
・
蓮
沼
・
碑
文
谷
・
等
有
力
・
会
の
九
か
村
、
都
筑
郡
池
辺
・
荏
田
・
東
方
・
茅
ヶ
崎
・
川
和
・
石
川
・
王
禅
寺
の
七
か
村
、
橘
樹
郡
上
野
川
・
新
作
・
師
岡
・
新
師
岡
の
四
か
村、豊島郡巣鴨村の一か村に分布しているが、以後、これらの諸村では報恩のため、毎月、台徳院（二代将軍秀忠）・崇
源院（秀忠夫人浅井殿）の命日を農業の休日と定めて、村毎に集り、念仏を唱えることにし、また、他村並永の諸役が免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
に
は
橘
樹
郡
新
作
村
、
荏
原
郡
久
河
原
村
が
隠
居
料
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
計
五
二
○
○
石
と
な
っ
て
い
（３）
る。そして、正保年間の作成とふられる『武蔵田園簿』によると石一同は次のようにある。
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
寛
永
十
一
年
五
月
廿
三
日
定
誉
上
人
晴
波
へ
家
光
公
御
判
一
七
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が集っている。
宝永二年（一七○五）には、桂昌院（五代将軍綱吉の母）清揚院（一一代将軍家光の三男、甲府藩主徳川綱重）、正徳一一一
年
（
一
七
一
三
）
に
は
文
昭
院
（
六
代
将
軍
家
宣
）
、
さ
ら
に
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
有
章
院
（
七
代
将
軍
家
継
）
の
御
霊
屋
料
が
寿
（４）
進
さ
れ
て
い
る
が
、
享
保
三
年
七
月
十
一
日
付
の
「
増
上
寺
領
目
録
」
に
よ
る
と
、
増
上
寺
領
の
総
高
は
計
一
万
五
百
四
十
石
、
こ
れ
に
込
一
尚
千三百一一一拾弐万七斗五升一一一合五夕を加えると、合計一万一千八百七十一一石七斗五升三合五夕となっている。この地域的分
布は全四十五か村（但し、新師岡村が師岡村に含まれると四十四か村）のうち、橘樹郡二十四か村、荏原郡十三か村、都
筑郡七か村、豊島郡一か村となり、圧倒的に橘樹郡に集中している。これによって、増上寺領は、主として江戸西南の近
郊
に
多
摩
川
を
は
さ
ん
で
分
布
し
、
と
く
に
現
在
の
神
奈
川
県
川
崎
市
域
内
に
は
、
王
禅
寺
・
下
野
川
・
新
作
・
上
野
川
・
上
小
田
中
・
下
小（５）
田
中
・
今
井
・
北
加
瀬
・
鹿
島
田
・
塚
越
・
小
倉
・
明
津
・
下
平
間
・
小
向
・
市
ノ
坪
・
坂
戸
・
小
杉
・
宿
河
原
・
戸
手
・
古
川
の
二
十
か
村
増
上
寺
領
で
は
、
こ
の
享
保
三
年
の
「
寺
領
目
録
」
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
は
天
明
八
年
Ｃ
七
八
八
）
に
荏
原
郡
雪
ヶ
谷
村
のうちで三石三斗五升八合、同郡上目黒村のうちで一石一斗二升一一合が、僅かに加えられたにすぎなかった。しかし、
『旧高旧領取調帳』によると、明治初年の増上寺領の総石高を検討すると、総計で一万三千七百六石一斗九升六合と村高
の変化により、総石高がかなり増加しているのである。
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
七
百
五
石
弐
斗
九
升
八
合
東
叡
山
三
百
九
拾
石
八
斗
九
升
七
合
東
叡
山
御
神
領
こ
れ
に
よ
っ
て
、
増
上
寺
領
が
同
じ
将
軍
家
の
菩
提
所
で
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺
領
に
比
べ
、
か
な
り
、
そ
れ
を
上
廻
る
寺
領
を
与
え
ら
れ
て
五
千
石
七
斗
八
升
五
合
外
米
拾
壱
俵
弐
斗
三
升
八
合
五
勺
百
九
拾
九
石
九
斗
九
升
七
合
法
政
史
学
第
三
十
号
増
上
寺
野
米
増
上
寺
隠
居
一
八
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増上寺御霊屋料の支配は、天領・旗本領・大名領と異なり、増上寺特有の形態によって行われた。初期においては増上
寺輪番所が中心であり、諸村からの上申の口上書や訴状には「御輪番様」「御役者様」宛、あるいは両者を併記したもの
が
ゑ
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
文
政
四
年
頃
よ
り
幕
末
に
か
け
て
は
、
御
霊
屋
料
地
方
役
所
ま
た
は
増
上
寺
代
官
所
と
あ
る
場
合
が
あ
り、機構の変化がうかがわれる。輪番所には三十の坊から任命された輪番僧が老僧の指導をうけて交代で執務しており、
そ
の
下
に
役
者
が
い
て
事
務
を
と
っ
て
い
る
。
（７）
正徳三年（一七一一二）十一月五日付の〃定書〃の末尾には、伴頭（常照院）当輪番（林松院・光学院・月蓋院・浄運院・
威徳院）、役者（良源院）、役者（安養院）が連署しており、その構成を知ることができるが、寺領の重要事項は、老僧の合
威徳院）、役者（良源院）、役者
議
制
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。
文化十三年（一八一六）’一一口
また、増上寺領の場合、必ずしも総べてが一給支配ではない。寛永九年（一六一一三）の場合は一一十一か村のうち四一一一．ハ
ーセントに当る九か村、明治初年の場合も四十四か村のうち四五。〈１セントに当る二十か村だけが一給となっている。こ
れ
は
関
東
特
有
の
入
組
支
配
に
お
い
て
、
増
上
寺
領
も
例
外
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
増上寺領は天保九年（一八一一一八）一一一月二十九日、都筑郡荏田村名主滝蔵の上申の一札に「惣村四拾四ヶ村、高壱万五百
（６）
壱俵搬辨鎚辮井方丈料・隠居料辻〈」とあることから、全体が安国殿料。御霊屋料と方丈料・隠居料から成っていた。しか
し、このうち大部分が御霊屋料であったことはいうまでもない。増上寺領は別に仏殿料と称する場合もあり、さらに寛永
九年以前に寄進された村を古料、以後を新料に分けてよぶこともあった。
現在増上寺の境内には「徳川家御廟」がある。そこには台徳院殿（二代秀忠）・文昭院殿（六代家宣）・有章院殿（七代家継）
・惇信院殿（九代家重）・慎徳院殿（十二代家慶）・昭徳院殿（十四代家茂）・静寛院宮親子内親王の墓が並んでいる。
（８）
－化十三年（一八一六）’’一月「増上寺領井古料明細帳」の末尾には次のようにある。
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
増
上
寺
領
の
支
配
構
造
と
奥
村
喜
三
郎
一
九
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御霊屋料村々取締方為見分、私共廻村仕村毎糺書面之通書上為仕侯以上
出
役
御
霊
屋
附
地
方
役
奥
村
喜
三
郎
御
霊
屋
附
御
蔵
方
役
井
出
長
三
郎
（９）
また、天保六年（一八一二五）一月二十四日付の荏原郡中目黒村名主金三郎の届書の末尾には次のようにある。
中
目
黒
村名
主
金
三
郎
同
見
習
金
吾
年
寄
嘉
右
衛
門
天
保
六
未
年
正
月
廿
四
日
法
政
史
学
第
三
十
号
御霊屋料地方
御
其
節
御
掛
地
方
御
調
役
奥
村
喜
三
郎
様
城
戸
左
助
様
御
勘
定
役
勝
浦
藤
右
衛
門
様
井
出
種
四
郎
様
御
調
役
見
習
奥
村
広
太
郎
様
御
役
所
様
一
一－
○
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改革に関連して、
これによって増上寺御霊屋料地方役所には、寺領諸村の巡廻、領内の調査取締り、年貢収納の督励を行うための地方役
Ⅱ地方調役、また御蔵役Ⅱ御勘定役さらに御調役見習などがおり、各二名位が任命されていたことがわかる。
次に増上寺領における地方調役奥村喜三郎について承ることにしよう。奥村に関しては佐藤昌介・長谷川伸一一一の両氏の
（Ⅲ）
研究がある。奥村は韓を増地、通称を喜二一郎、号を城山と称し、「蛮社の獄」に一時、連坐していることからも増上寺領刮
（ｕ）
地方調役あるいは代官としてよりも、むしろ一般には洋学・測量技術で知られた人物である。高野長英・小関三英につい
て洋学を学び、のち渡辺華山にも接して内田弥太郎とともに測量についてはすぐれた技術をもっていた。天保十年一月、
江戸湾測量の際には、華山の推挙によって安房にいた代官江川太郎左衛門英竜のもとに赴きながら、増上寺御霊屋料の役
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
目
付
の
鳥
居
耀
蔵
に
知
ら
れ
、
追
い
返
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
し
て
江
川
と
鳥
居
の
確
執
が
表
面
化
（皿）
し、蛮社の獄の一因になったといわれている。
奥村喜三郎については、御霊屋料の肝煎、名主が文政十三年（一八一一一○）七月に差出した「奥村喜三郎様勤役已来二十「
（皿）
五か村村方仕法書上」によると、地方役人としての次のような功績があげられている。まず文政年間の増上寺御霊屋料の．
⑩
文
政
元
年
の
御
霊
屋
料
村
戈
の
小
組
合
の
結
成
②
古
料
・
新
料
村
交
の
年
番
名
主
の
設
置
と
小
杉
村
の
寄
場
設
定
③
取
締
役
・
肝
煎
役
・
古
老
の
設
置
と
村
役
人
の
席
次
の
設
定
側
増
上
寺
へ
の
諸
役
・
諸
人
足
の
調
達
方
法
の
合
理
化
⑤
御
霊
屋
料
内
十
六
か
所
の
雑
穀
積
置
場
の
設
置
と
積
石
制
度
の
設
定
また、御霊屋料における独自の施策の実施として、
⑥
用
水
設
備
、
田
畑
川
欠
、
砂
入
対
策
な
ど
に
対
す
る
無
利
足
十
か
年
賦
拝
借
金
の
貸
与
、
村
灸
の
孝
行
者
、
農
業
出
精
者
の
表
彰
、
独
身
の
老
人
、
長
期
の
病
人
、
困
窮
者
の
救
済
、
永
年
勤
続
の
村
役
人
の
表
彰
⑧
『
類
方
紀
聞
』
と
い
う
か
な
書
の
薬
方
医
療
書
の
配
布
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
一一一
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奥
村
喜
三
郎
と
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
（Ｍ）
奥村喜一｜一郎の著書については、天保七年の『量地孤度算法』二冊付録一巻三帖（測量）、同八年の『勧施救荒』一冊
に
つ
き
（農業）『女学校発起之趣意書』一冊（教育）同九年の『経緯儀用法図説』一一巻一冊（天文・測旦里）『船中日碁』（航
海
）
同
十
年
の
『
太
陽
赤
緯
表
』
一
冊
（
天
文
）
『
廻
船
宝
富
久
呂
』
一
冊
（
和
算
）
同
十
二
年
の
『
算
学
必
究
』
一
冊
（
和
算
）
年
せ
ん
じ
ゆ
つ
こ
う
そ
う
に
っ
て
つ
れ
き
り
次
未
詳
の
『
専
術
考
艸
日
纏
暦
理
』
一
冊
（
校
訂
、
暦
学
）
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
『
算
法
地
方
大
成
斥
非
問
答
』
（
栗
田
宜
貞
箸
）
に
は
奥
村
（応）
か
ら
内
田
弥
太
郎
宛
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
奥
村
の
活
躍
が
測
量
・
天
文
・
農
業
・
和
算
・
教
育
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
村
の
積
極
的
な
著
作
活
動
は
、
全
国
的
に
飢
鰹
や
一
摸
が
発
生
し
た
天
保
七
年
以
降
か
ら
十
年にかけててあり、とくに同八年以降に繰り返し行われた御霊屋料の諸村の農業生産の実態調査に鋭意とり組んでいた時
期である。
⑪
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
大
旱
魅
の
際
、
厳
正
な
検
見
を
施
行
し
た
⑫
駒
林
。
戸
手
・
上
末
吉
の
三
村
の
用
水
路
普
請
を
直
接
監
督
し
、
公
費
の
節
約
と
工
事
の
完
全
を
期
し
た
こ
と
⑬
村
々
を
巡
回
し
、
身
持
宜
ら
ざ
る
者
は
説
諭
し
、
重
罪
人
の
逮
捕
、
処
罰
し
た
以
上
の
十
三
項
目
の
書
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
奥
村
喜
三
郎
が
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
地
方
役
人
と
し
て
村
役
人
層
か
ら
好
感
が
も
た
れ
、
ま
た
、
御
霊
屋
料
の
取
締
改
革
を
的
確
な
現
状
認
識
の
上
に
立
っ
て
推
進
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
御
霊
屋
料
諸
村
の
支
配
は
、
江
戸
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
他
の
天
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
と
は
異
な
っ
た
支
配
領
域
を
形
成
し
て
い
た
が
、
奥
村
の
地
方
行
政
の
実
施
は
開
明
派
官
僚
や
祥
学
者
と
の
接
触
を
通
じ
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
の
危
機
に
対
応
す
る
現
実
的
な
政
策
を
行
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
101（９ 法
政
史
学
第
三
十
号
地
方
役
所
役
人
の
出
役
に
際
し
て
、
村
へ
の
木
銭
。
米
代
の
支
給
、
出
役
人
数
を
減
じ
て
村
方
の
負
担
の
軽
減
役
所
に
万
石
臆
な
ど
の
米
穀
調
整
の
道
具
を
備
え
て
、
年
貢
納
入
の
際
の
刎
米
を
そ
の
場
で
仕
立
て
直
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
人
馬
の
費
用
の
軽
減
を
は
か
っ
た
￣
￣
－
－
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天保期に入ると、逐年深まる農村の危機的様相は都市にも波及し、食料品の欠乏と価格暴騰が主因である米騒動や買占
め商人に対する打段しも続発し、とくに江戸の米価は、天保七年秋には、一石に付一九七・八匁、翌八年春には一一三一・
三匁、醤油・酒・塩も同時に急激に暴騰した。幕府は大坂や東北や関東の地廻りから、江戸への廻米を確保することに懸
命
と
な
っ
た
が
、
凶
作
に
よ
る
絶
対
量
の
不
足
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
加
え
て
難
民
の
流
入
が
お
び
た
だ
し
い
た
め
需
給
を
安
定
さ
せ
（油）
ることはきわめて困難であった。そして、同八年二月には大坂では町奉行元与力大塩平八郎の乱が発生したが、増上寺御
霊屋料の寄場役所のおかれていた荏原郡中目黒村では「当二月十九日、不容易企および大坂市中所々放火いたし、及乱妨
候元大坂町奉行組与力大塩平八郎弁大塩格之助、同瀬田弁之助、同組同右渡辺良左衛門、同庄司儀左衛門、同近藤鍋五
（一一一月）
郎
、
伜
近
藤
梶
五
郎
等
人
相
室
目
先
日
八
州
様
汐
御
達
之
通
り
申
渡
義
有
之
間
、
来
ル
十
一
日
四
時
、
名
主
・
年
寄
・
百
姓
代
三
判
持
参
可
罷
（Ⅳ）
出
も
の
也
」
と
あ
り
、
世
情
の
不
安
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
他
方
で
は
飢
饅
対
策
と
し
て
三
月
に
は
、
幕
府
は
御
救
小
屋
を
江
戸
の
品
川
・
板
橋
・
千
住
・
新
宿
に
設
け
て
飢
民
の
救
済
を
は
か
っ
て
い
る
。
このような政治・社会情勢のなかで、天保八年十月に、奥村喜三郎は江戸近郊の増上寺御霊屋料の諸村に『女学校設立
発
起
之
趣
意
書
』
な
る
も
の
を
配
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
ふ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
大御国は北極地を出ること三十度より四十二度以内にありて、四季の気候よくととのひ地中金気多くして、水清く甘町
く
上
硬
く
堅
き
が
故
に
、
其
水
士
に
孕
ま
れ
、
其
気
候
を
う
け
て
生
ず
る
萬
づ
の
物
ミ
な
萬
づ
の
国
に
優
れ
り
、
是
を
以
て
本
号
を
豊
葦
原
の水穂の国といふ、水穂は稲穀の総名にして人命の本たる水穂に萬づを含ましめて御神の名づけ給へるものなるよし、
其
水
穂
を
食
と
し
て
生
育
す
る
人
の
性
な
れ
ば
、
是
亦
萬
づ
の
国
に
優
れ
る
こ
と
自
然
の
道
理
に
て
是
を
大
和
魂
・
大
和
心
と
も
い
ふ
な
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
開
關
の
古
へ
よ
り
外
国
に
犯
さ
れ
た
る
事
な
く
天
津
日
の
御
継
絶
せ
ず
世
界
に
独
立
し
て
、
遠
き
西
の
国
の
書
に
も
伝
統
の帝国と称ししるせるを以ても、其尊きことをしるべし、まして此二百余年神祖の御武徳によりて四海干戈をわすれ陸
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
謎
お
も
ふ
に
我
女
学
校
発
起
之
趣
意
￣
￣
￣
－
－
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ミ
ま
じ
は
り
、
東
北
の
か
ぎ
り
な
る
外
が
浜
に
生
れ
し
者
も
西
南
の
き
は
め
な
る
長
崎
の
人
に
便
は
れ
、
西
北
の
隅
な
る
新
潟
に
住
め
る
女も東南の端なる熊野浦の男を夫として、萬づの民己が主にノー業を安んじあくまで昇平の恩沢に浴するは人間世の幸
ひ
此
上
も
な
き
有
が
た
き
事
た
ら
ず
や
、
さ
れ
ど
治
平
長
ぐ
つ
且
く
時
は
上
下
箸
侈
遊
惰
と
な
る
こ
と
は
た
め
し
あ
る
こ
と
に
て
、
支
那
の
書にも見え昔より鴻儒の論する所なれば、雀情を以て弁ずべきにあらざれど、其弊男子よりも女子はなほ甚し、然るに
これを論ずる人なきは遺憾といふくし、近頃東都町交の女の鮪に超過したることは櫛笄衣服の花美はいふもさらん、有
徳の者の妻妾をはじめ、其日暮しの人の女房娘までも髪結女に髪を結はせ、湯屋の男に背を洗はせ、前垂の紐に縮緬を
法
政
史
学
第
三
十
号
一
一
四
Hosei University Repository
遣
ひ
、
下
駄
の
鼻
緒
に
天
驚
絨
を
用
ふ
る
世
の
中
と
な
り
、
風
俗
殊
の
外
い
や
し
く
な
り
た
り
、
ざ
は
義
太
夫
ぶ
し
、
新
内
節
の
女
浄
瑠
璃
の
ふえたるにてもしらる上事ぞかし、此女浄瑠璃の族、大都会の町人の身分にて見物に顔を晒し乞食・非人にひとしき所
業をなす事渡世とはいひながら浅ましき仕方也、其根本を考れぱみな其母のならはしにて元来右躰の所業をよき事に心一
得
て
、
幼
よ
り
其
芸
を
し
こ
む
に
よ
り
其
子
も
亦
こ
れ
に
な
ら
ひ
て
よ
き
事
と
覚
え
、
母
親
に
三
味
線
箱
を
背
負
せ
、
己
が
は
き
物
を
提
さ
せて親を供に連れつんノーとして市中を往来し、親子とも恥を恥とせざるにいたれり、これをも忍ぶべくんぱ執をか忍
ぶべからざらん、又此節歌舞伎役者の化粧の仕方を真似て、鼻とえりとを分て白く白粉する事流行せり、是も右等の輩
よ
り
発
り
た
る
事
に
て
、
彼
れ
高
き
床
の
上
薄
ぐ
ら
き
処
に
居
は
り
て
浄
瑠
璃
を
語
る
な
れ
ば
見
物
に
見
え
の
よ
る
し
き
を
好
み
役
者
の
舞
台
顔
を
真
似
て
化
粧
せ
し
も
の
な
れ
ど
、
其
側
に
て
見
る
と
き
は
斑
に
し
て
い
や
し
き
も
の
也
、
ざ
る
を
素
人
の
色
く
る
ふ
や
せ
に
く
げ
な
る女などの右の姿をよしとし真似るは清女がいひし類にて見ぐるしぎ事ぞかし、其外女に似気なき異なる化粧の仕方を
好む族も見えたれどくだノーしければこ上に云はず、元来右等の町芸者、土弓場、茶屋女などは色を震る屯のなれば髪」
結女に髪を結はせ湯屋の男に背を洗はするも尤の事なれど、是も素人に椎うつりたる故町を女髪結数多出来、湯屋の留
桶周がしくなりたり、下流塞りて濁るときは逆して上流を燭するにいよつる如く、右の弊風自然と上へもおよぼす道理一
にて、武家にも間々いやしき風俗の女も見ゆるは歎かしき事ならずや、楓又女子の芸といへぱ琴・三味線・胡弓・鼓・笛，
太
鼓
・
踊
等
の
遊
芸
し
ら
ぬ
は
恥
の
や
う
に
覚
え
、
機
織
り
糸
と
る
事
は
い
ふ
も
さ
ら
也
、
物
縫
ふ
事
を
習
ふ
を
ざ
へ
い
や
し
き
わ
ざ
の
や
うに思ふ風俗となりたり、故に身上相応に暮すものは幼きより娘に踊を習はせ多くの金銭を費して衣裳道具等をこしら
へ、こ上のさらひ、かしこの祭りなど上親々屯倶にうかれて附添あるき、見るにたえがたき浄瑠璃・狂言などを其子に
踊らせ鼻の下をのばし見物する親の存意わかりがたし、踊を習はする時は身のしこなしよくなると思ふは心得運にて、
子供にいやしき風俗を仕つけ色情の導きをなす仕方にて、しかも年とりては用た上ぬ芸なり、それにつ堂き鼓・笛・太
鼓等是亦生涯の用にた上ず、三味線・胡弓はわけて淫聲なる、中にも胡弓はいやしく非人の女太夫などのすべきわざに
て、素人の娘子供の弄ぶまじき器なり、琴もむかしは組といふものばかり弾ぜしと間しに今は長唄は扱置、浄瑠璃へも
合せて聞くにきかれぬ文句を語り弾く事になりたるは浅ましき事ぞかし、第一手習の師匠といふもの、むかしは門弟の
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
一
一
五
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幡
宮
と
崇
め
奉
り
我
子供の敦方厳しかりしに今はあまり厳しくては子供はいふにおよばず其親々の気にも入らざる故、師匠の方より子供の
機
嫌
を
取
る
や
う
に
な
り
た
れ
ば
、
子
供
の
仕
つ
げ
の
為
に
は
な
ら
ず
、
殊
に
右
の
伎
芸
人
等
が
所
為
を
真
似
て
折
々
揃
ひ
の
浴
衣
そ
ろ
ひ
の
手
拭
を
染
め
ざ
せ
社
中
に
売
り
つ
け
て
遊
山
を
催
し
、
頭
上
に
造
り
華
を
さ
ら
せ
大
勢
を
ひ
き
つ
れ
て
遊
行
し
、
其
弟
子
の
多
き
と
い
は
る
Ｌ
を
見
え
と
し
た
る
な
ど
手
習
師
匠
の
所
業
に
は
あ
る
ま
じ
ぎ
事
歎
、
右
等
を
以
て
風
俗
の
い
や
し
く
な
り
た
る
を
し
る
べ
き
也
、
男
子
に
は
帥
を
取
り
身
を
脩
る
道
を
習
は
し
む
れ
ど
、
女
と
し
て
は
学
ぶ
こ
と
の
希
な
る
故
に
女
の
法
あ
る
事
を
し
ら
ず
し
て
右
の
悪
風
に
な
り
ゆ
く
事
口
惜
き
次
第
な
ら
ず
や
、
初
に
い
ふ
我
御国の嘉穀の種たりとも其肥培の仕方悪き時は却而病害を発する事あり、人も小天地にて其母は地なれば、地性よく肥
培の仕方よき時は善人を生じ、地性あしく肥培の仕方よからざる時は悪人を生ずるは天地自然の道理なり、されば
神
功
皇
后
は
御
懐
妊
の
御
身
を
以
て
三
韓
を
伐
従
へ
給
ふ
、
御
武
徳
傭
は
ら
せ
給
へ
ぱ
こ
そ
其
御
腹
よ
り
御
誕
生
ま
し
主
せ
し
応
神
帝
は
八
御国の武威を守らせ給ふ御神とはならせ給ひけれ、朝比奈義秀が勇は其母巴御前の勇をひき、相模守時頓の賢は其母禅
尼の賢を票たるものにて、よく其理をしるべき事なり、胎教とて婦人懐妊すれば採るに側ず、座するに邊ず、立川に舷
せず、邪味を食せず、左道を畷ず、割正しからざれば食せず、席正しからざれぱ座せず、目に悪き色を見ず、耳に悪き
声
を
聴
ず
、
口
に
悪
き
言
を
出
さ
ず
、
手
に
悪
き
器
を
と
ら
ず
、
夜
は
正
し
き
書
を
読
み
、
朝
に
起
て
は
立
居
振
舞
を
正
し
く
す
れ
ば
、
其
生る人子形容端正して才徳人に勝ることあり、これ胎教を守るの徳にて人に性と習とあれば也、武家は忠孝義勇の子孫
を設る事をこそ願ふくけれ、然れば容より心掛のよき女を撰びて妻とすべき事にて、物よゑ、手習等母の心がけたらん
に
は
文
人
を
出
生
し
、
長
刀
・
小
太
刀
等
を
心
懸
た
ら
ん
に
は
武
人
を
出
産
す
る
こ
と
疑
な
し
、
町
人
の
妻
と
て
も
心
懸
よ
き
時
は
実
体
に
我家業を稼ぐよき子も出生すべし、江戸子といはる上老に身上持得ず不埒もの人多きは其根本母の心懸よからぬ故の事
ぞかし、諸侯の奥へ幼年より奉公に出し生涯宮仕させん事を願ふ人の事はしらず、末々外々へ縁づけんと思ふ心掛の親
達は其子に右等の遊芸を習はしむるは無用なることにて、よき子孫の種を藤んと欲する田地にはよからぬ肥培の仕方
也、婦人は和らぎ順ひて貞信に情深く静なるをよしとす女の法をしつけんと欲するには先物読すべし、されど支那の書
法
政
史
学
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を
読
覚
え
文
字
が
ち
に
ふ
み
か
く
は
女
に
似
気
な
き
や
う
源
氏
物
語
な
ど
に
も
見
へ
、
学
問
の
し
か
た
に
よ
り
却
て
害
と
も
な
る
屯
の
な
れば唯和解の女孝経・女大学等の種類、其外教訓になるべき仮名交りの文章および詩歌などを手本として手習させ、其
意
を
ま
め
や
か
に
説
聞
か
す
る
方
よ
る
し
、
又
女
子
は
第
一
行
儀
を
し
つ
け
て
よ
し
、
萬
づ
の
慎
ミ
方
は
礼
に
あ
れ
ば
小
笠
原
流
な
り
と
伊
勢
流
な
り
と
朕
方
は
習
は
す
べ
し
、
長
刀
・
小
太
刀
等
の
武
芸
を
女
に
習
は
す
る
は
当
時
の
御
治
世
に
は
似
気
な
き
や
う
に
い
ふ
人
も
あ
る
く
け
れ
ど
、
武
士
の
娘
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
町
人
の
子
に
て
も
諸
侯
の
奥
に
一
生
宮
仕
さ
せ
ん
と
欲
す
る
人
は
か
な
ら
ず
稽
古
さ
す
べ
き
事
也
、
奥
向
は
男
子
の
勤
仕
す
る
者
な
け
れ
ば
非
常
の
節
の
心
懸
に
も
な
る
べ
き
事
也
、
扱
又
織
縫
・
紡
績
の
事
は
女
の
第
一
と
す
る
業
な
る
を
い
や
し
き
事
の
や
う
に
恩
ひ
て
、
今
は
縫
物
さ
へ
得
せ
ぬ
女
の
有
る
は
い
か
な
る
浅
ま
し
き
事
に
や
、
い
に
し
へ
は
天
子
の
御
后
す
ら
御
自
か
ら
お
り
ぬ
ひ
し
給
ひ
し
と
い
ふ
事
も
間
け
り
、
た
と
ひ
家
富
み
人
多
く
つ
か
ひ
て
物
縫
女
を
召
つ
か
ふ
身
な
り
と
も
少
し
は
慰
に
も
習
ふ
べ
き
事
に
て
、
こ
れ
を
覚
ゆ
る
時
は
木
綿
の
布
子
も
容
易
に
は
着
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
、
冥
加
を
知
り
質
素
を
守
る
教
に
な
る
事
也
、
因
て
お
も
ふ
に
少
女
の
為
に
女
学
校
と
い
ふ
も
の
を
御
府
内
所
々
に
取
建
、
女
に
て
文
字
も
可
也
に
よ
め
和
や
う
の
手
跡
を
よ
く
す
る
も
の
を
師
匠
と
し
て
指
置
、
右
に
申
如
く
女
子
の
教
訓
に
な
る
べ
き
筋
の
享
ど
も
を
手
本
と
な
し
て
書
習
は
せ
、
ま
め
や
か
に
道
理
を
説
示
し
第
一
規
則
を
厳
か
に
し
て
行
儀
を
し
つ
け
候
様
に
い
た
し
、
昼
よ
り
後
は
毎
日
か
は
る
ノ
ー
会
日
を
き
ば
め
て
和
歌
の
師
、
膜
方
の
師
、
長
刀
小
太
刀
の
師
出
席
し
て
夫
々
好
み
の
芸
を
を
し
へ
、
扱
、
物
縫
ひ
、
機
を
織
り
、
糸
を
と
り
、
綿
を
摘
む
事
を
を
し
ふ
る
女
共
を
抱
置
て
、
是
亦
好
み
の
事
を
習
は
せ
、
如
此
法
則
を
立
て
教
諭
い
た
し
候
は
ぱ
幼
き
し
の
上
心
は
白
糸
の
如
く
な
れ
ば
自
然
と
よ
き
風
に
染
み
て
悪
き
風
に
そ
ま
ら
ず
、
子
孫
の
種
を
蒔
に
は
よ
き
田
地
の
肥
培
の
仕
か
た
と
存
候
に
付
、
子
も
日
あ
ら
ず
最
寄
に
一
箇
所
右
の
女
学校を取立候、志願にてまづ其趣意を四方の小女の親達に告申度、曉心の一言を書しるし候、その仕方よるしぎ事にお
もはれ候人達は遠慮におよばず候間、右の女学校を何れへなりと取立、御教諭の事希がふ所なり、たとひひろく御府内
に
お
よ
ぼ
し
、
な
く
て
の
風
俗
を
化
す
る
に
は
い
た
ら
ず
と
も
、
萬
分
の
一
に
て
も
こ
れ
を
よ
し
野
人
よ
し
と
て
大
和
心
に
帰
り
咲
き
の
朝
日
に
匂
ふ
花
も
あ
る
べ
き
か
と
、
を
こ
が
ま
し
く
も
是
を
山
桜
木
に
ち
り
ば
む
る
も
の
な
り
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
天
保
八
年
丁
酉
冬
十
月
東
都
西
久
保
一
一
七
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以
上
こ
の
趣
意
書
に
よ
る
と
、
外
来
思
想
を
排
し
、
わ
が
国
固
有
の
道
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
精
神
運
動
さ
え
感
じ
る
こ
と
ができる。とくに表紙の裏には「しきしまのやまと心を人とはぱ、朝日に匂ふ山桜花、右本居翁のよミす」とあることか
ら
も
、
奥
村
が
復
古
思
想
を
説
き
さ
ら
に
国
学
の
思
想
的
基
礎
を
固
め
た
本
居
宣
長
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た、ここでは江戸市民の華美賛沢を批判するばかりでなく、町人文化の主要な位置を占めていた義太夫節や新内節の女浄
瑠璃、狂言にたいしても否定的であったことを示している。この点、奥村がすでに化政文化の特色ともふられた山田流の
（旧）
箏
曲
、
常
磐
津
、
富
本
の
浄
瑠
璃
が
武
家
奉
公
の
女
中
の
教
養
に
も
な
っ
て
い
た
社
会
の
様
相
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
奥
村
に
と
っ
て
は
、
江
戸
の
遊
芸
文
化
は
農
村
に
お
い
て
は
全
く
隔
絶
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
即
ち
、
女
子
は
実
用
的
で
あ
る
機
織
り
や
糸
と
り
、
物
縫
こ
そ
が
学
ぶ
べ
き
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
手
習
の
師
匠
に
つ
い
て
も
、
か
っ
て
は
門
弟
の
教
え
方
も
厳
し
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
親
に
気
に
入
る
よ
う
に
し
、
子
供
に
機
嫌
を
と
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
慨
嘆
す
る
。
そ
の
う
え
、
男
子
は
師
に
よ
っ
て
身
を
修
め
、
道
を
習
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
女
子
は
学
ぶ
こ
と
が
稀
の
た
め
に
、
女
子
の
守
る
べ
き
極
り
さ
え
知
ら
ず
、
悪
風
に
自
然
に
そ
ま
っ
て
い
く
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
胎
教
を
重
く
承
て
、
江
戸
っ
子
の
身
上
が
よ
く
な
く
不
埒
の
者
が
多
い
の
は
母
親
の
心
掛
け
が
悪
い
た
めと指摘する。ここで奥村は、女子には「孝経」や「女大学」、その他教訓となるべき仮名交り文章や詩歌を手本として
手習させるべきを主張し、女子は行儀を正しく、長刀・小太刀の武芸、織縫・紡績を身につけることが大切であり、学校一
設
立
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
教
え
込
む
な
ら
ば
、
悪
風
に
そ
ま
ら
ず
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
女
学
校
設
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
少
女
の
親
達
に
告
げ
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
者
が
娘
た
ち
を
志
願
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
広
く
江
戸
市
中
へ
も
影
響
を
与
え
、
少
し
で
も
今
の
風
習
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
増
上
寺領地方役人である奥村喜三郎の趣意書は江戸を中心とした一般の社会の風潮に抗して、読み・書き・そろばんの実学中
心の寺子屋教育を一歩進めて、良妻賢母を養育し、徳育を目的とした女子の学校の設立を企図していたといってよいであ・
ろう。しかも、その趣旨を親達に告げて公募する方法をとっていることは、明治以降にふられる私立女子学校設立の先駆
法
政
史
学
第
三
十
号
城
山
奥
邨
喜
三
郎
藤
原
増
地
誌
一
一
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また、女髪結・女師匠・女義太夫・女浄瑠璃・矢場女なども、これまで以上に厳しく統制をうけており、新両替町三
丁目又七店の次兵衛という者が、妻を寄場に出して浄瑠璃をやらせ座料をとったという理由で手鎖を申し渡された例も
（卯）
ある。こうしてふると、奥村の提一一一戸の趣旨は、女学校設立は実現されなかったとしても天保改革において水野忠邦によっ
て、一部が具現化されたのである。勿論、水野が奥村の『女学校発起之趣意書』をそのまま採用したとはいえないが、改
革政治の中心が江戸市中におかれ、倹約令・箸侈禁止令の一環として、女子の風俗の取締りが強化の対象となったことは
確かである。
的
な
も
の
と
ゑ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
奥村喜三郎は、その後天保十一一年（一八四一一一）に身上向不如意の理由で退役を余儀なくされようとした。彼れが多額の
借財を負った理由については明らかでないが、これに対して増上寺領の村役人たちは借財の肩代りを願い出たため、奥村
は退役を危うく免れ、以後も地方調役を勤めることができたのである。しかしながら、このような経緯からゑて奥村の女
学校設立の提言は、ついに実現されず挫折したものと思われる。
ところで、この年の五月、水野忠邦が老中首座として断行した天保改革においては、江戸市民の箸侈の禁止と生活の統
制が強化され、とりわけ女子に対する取り締りの厳しさを増していることに注目する必要がある。
（⑬）
増上寺御霊屋料の中目黒村に出された通達にも次のようにある。
一、女子衣類大造織もの、縫物無用二可致侯、縫金糸等入侯而も小袖盤裏一一付、代銀一一一百月、染模様小袖表一一付、代銀
百五拾目を限り、夫汐高直之品売買致間敷候、尤帷子も右一一準可申候
に
準
し
下
直
二
仕
込
可
申
事
ま
た
、
女
髪
結
・
女
師
匠
・
女
一
、
く
し
か
う
か
い
髪
ざ
し
の
類
、
金
者
勿
論
不
相
成
、
鼈
甲
も
細
工
入
組
高
直
之
品
相
止
、
櫛
代
銀
百
月
を
限
り
、
か
う
か
い
髪
さ
し
右
近
世
・
増
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
百五拾目を限り、夫人
（中略）
一
一
九
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江戸近郊に分布していた増上寺領の四十四力村は、支配構造の上からも、他の所領とは別格の位置を占めていた。文政
から天保期を中心に領内の地方支配を担当した奥村喜三郎は、測量技術にすぐれ、開明派官僚や洋学者との接触からもい
わ
ゆ
る
進
歩
的
な
思
想
の
持
主
に
ふ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
地
方
役
人
と
し
て
増
上
寺
御
霊
屋
料
に
お
け
る
成
果
や
村
役
人
層
の
信
望
は、このことを示しているともいえよう。しかし、この奥村には地方役人としての経世的な側面とともに、その教養のな
かには洋学の他に明らかに国学や儒学の影響を承ることができる。しかも『女学校発起之趣意書』は、女子の風俗が蓉侈
に
傾
き
、
生
活
態
度
も
頽
廃
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
江
戸
近
郊
に
女
学
校
を
建
て
、
こ
れ
を
江
戸
市
中
に
も
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
藩体制に順応した良妻賢母の育成に努めようとした意図がうかがわれるのである。
わ
が
国
の
女
子
教
育
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学
制
施
行
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
女
子
に
も
初
等
普
通
教
育
の
道
が
開
か
れ
た
が
、
就
学
率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
宣
教
師
や
先
覚
者
に
よ
っ
て
、
上
流
の
子
女
を
対
象
と
す
る
私
立
女
学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
良
妻
賢
母
の
育
成
を
Ⅲ
的
と
す
る
国
家
主
義
的
教
育
観
が
、
そ
の
前
提
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
学
制
施
行
を
逆
る
こ
と一一一十五年前、奥村喜三郎によって、江戸近郊の増上寺御霊屋料に配布された。『女学校発起之趣意害』は、「女学校」の
名
称
か
ら
も
女
子
教
育
を
目
指
し
た
学
校
設
立
案
の
濫
膓
と
し
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
目
的
が
あ
く
ま
で
も
女
子
に
対
す
る
行
儀
作
法
と
家
事
習
得
の
枠
を
川
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
洋
学
者
で
あ
る
奥
村
の
地
方
役
人
と
し
て
の
実
績
を
通
し
て
、
彼
の
開
明
性
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
は
、
蛮
社
の
洋
学
が
富
国
強
兵
の
た
め
の
知
識
・
技
術
の
枠内に置かれていたという見解を含めて、儒学・国学の影響をうけた奥村の思想的な限界を知ることができる。
結
局
、
奥
村
の
女
子
の
学
校
設
立
の
意
図
は
、
洋
学
を
通
し
て
の
漸
新
的
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
増
上
寺
御
霊
屋
料
の
領域における身分階層的秩序を根ざした封建的規制による徳育を目的としたものにすぎなかったのである。したがって、
真
の
平
等
的
な
女
子
教
育
を
意
図
す
る
学
校
設
立
は
、
や
は
り
近
代
に
お
い
て
女
性
の
手
に
よ
る
解
放
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
法
政
史
学
第
三
十
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（１）近世
・
噸
上
寺
領
に
お
け
る
『
女
学
校
発
起
之
趣
意
書
』
に
つ
い
て
（
村
上
）
注増上寺領の研究については、『目黒区史』・『新修世田谷区史』上巻、『川崎市史』で触れている。なお全体としては村上直「増
上寺御霊屋料について」（深瀬昭一編『川崎領小倉村・御霊屋料岸家文書』所収）がある。
「御当家令条」巻十、Ｓ近世法制史料叢書』２）六○頁。
北島正元校一訂『武蔵田園簿』（日本史料選書）二五九頁。
増上寺文書。（『目黒区史』資料編四六五’六七頁。
『川崎市史』一○六’七頁。
鏑木家文書（『目黒区史』資料編一三六頁）。
栗
山
家
文
書
（
同
右
三
一
一
一
頁
）
。
岸家文書（川崎市幸区小倉）。
鏑木家文書Ｓ目黒区史』資料編一七五頁）
奥村喜一―一郎については、佐藤昌介『洋学史研究序説』（一一○四頁）に奥村の略伝がある。長谷川伸三「文化・文政期増上寺領の
村方騒動と改革の展開」（『日本史研究』二二号）に奥村の事績がある。・
天保九年十一一月一一十三日付の渡辺皐山の江川英竜への推薦状には、「増上寺御霊屋付御代官、これは測量を心掛候屯のに御座
侯」とある（佐藤昌介前掲書二五六頁）。
佐
藤
昌
介
前
掲
書
二
六
四
頁
。
志
村
家
文
書
（
川
崎
市
多
摩
区
王
禅
寺
）
長
谷
川
伸
三
・
前
掲
論
文
参
照
。
『国書総目録』著者別索引、一七○頁。
村上直・荒川秀俊校訂『算法地方大成』（日本史料選書）の「解題」参照。
北島正元編『政治史』Ⅱ（体系日本史叢書２）三八五頁。
鏑木家文書ｓ目黒区史』資料編一八九頁）。
西山松之助「江戸文化と地方文化」ｓ岩波講座・日本歴史旧』近世５、一七九頁）。
鏑
木
家
文
書
ｓ
目
黒
区
史
』
資
料
編
一
八
九
’
九
○
頁
）
。
北島正元『水野忠邦』三四三頁。
￣
一
一
一
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